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　　　　 神戸大学教授　農学部

1． は じ め に

　1999年 7 月，「食料 ・農業 ・農村基本法」 と呼ば れ る

新農業基本法 が37年 ぶ りに制定 さ れ た 。 こ れ ま で の 搆

造政策 ・生産政策
・
所得政策を三 本柱 に した生産至上主

義農業か ら，食料 ・農業 ・農村を 三 本柱と した環境保全

型農業 へ 変身をは か る もの で あ る。つ ま り，『大量生産

・
大量消費 ・

大量廃棄』 の 上 に繁栄 した20世紀 の 都市

型文明か ら，r土 ・
水

・
生物等 の 自然 の 有する循環機能

を基礎 とす る農業』 の 特色 を 生か した 21世紀の 農村型

文 明へ の 変身 を は か る た め の 農業基本法で ある 。こ れ を

実現 す る た め に，（1）国民生活の基盤で あ る食糧の安定供

給 をはかり，   水を育み国土を作る農地
・
森林を維持 し，

（3）資源循環 に 基づ い た持続的な社会形成をめ ざす，こ と

を 目標 に 掲 げ て い る。

　 本文 で は，こ う した 背景 を踏 ま え て，（1膿 業 ・農村 の

もつ 多面的機能 ，   棚田を もつ 中山間地域農業 （中山間

地域 とは ある程度以上 の傾斜 を有す る農業条件 の 不 利 な

地 域 を 指す ），（3）棚 田 の もつ 公益的機能の 評価，  こ れ

か らの 農業 と地 盤工 学 ，な どの 自然循環機能 を 生か した

農業 が もっ 生 態系
・
環鏡保全機能 に つ い て ， 事例 をあ げ

て検討す る もの で ある。

2． 農業
・農村の もつ 多面的機能

　 日本 列 島 は，地 形が 急峻 か つ 多 雨 で あ る た め，洪水 や

地 す べ りな どの 自然災害 が起 こ りや す い 自然条件 を有 し

て い る。農地 の 中で も，特 に棚 田 は，急な斜面 に テ ラ ス

状 に 水 を は っ て 稲作 を行う と と もに ， 『緑 の ダム 』の 役

割を果た し，洪水や地すべ りなどの 災害を防止す る機能

を有 して い る 。 さ ら に農地 や森林 は 水 を育 み，国 土 や 環

境を保全す る機能も有 して い る。ま た一
方，農村は 日本

の 原 風 景 と もい うべ き独特の景観を有し，祭 り をは じめ

とする歴史伝統をもっ 地域文化を継承 して い る 。 さらに，

農地 ・森林や農村に は 多様な生物が生息して お り，生態

系 を維持 す る た め の 重要 な機能 も有 して い る。こ う した

一連 の機能を，r農業農村の もつ 多面 的機能』 と呼ん で

い る 。 種 々 の 多面的機能 を ま とめ る と次 の よ うに な

る
1〕〜3）。

○社会保障機能＝食料安定供給機能 ・地 域保全管理 機能

　 ・防災避難地 提供機能

O 国土保全機能＝洪水防止機能 ・土 砂 流出防止 機能
・土

　壌崩壊防止機能
・
水資源涵養機能

・
土壌 に よる浄化機
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　能 ・水質浄化機能

○生活環境保全機能 ＝生態系保全機能 ・景観保 全機能 ・

　保健休養機能
・
緑地 空間機能 ・

公害防止 機能

○社会文化保全機能 ＝伝統文化保存機能

○地 域資源循環機能 ＝廃棄物処理 機能

　 こ の うち，対価 が支払 わ れ な い 国 土 保全機能 や生活環

境保全機能な どを r公 益 的機能』 と呼 ん で い る 。 表一 1

は ， 農業用施設整備技術 と生産性向上機能，公益的機能

の 関係をま とめ た もの で あ る
4）。

　農地 に は，私有財 と して の 価値 と公共財 と して の価値

が あ る。公 共 財 とは，上 述 した 農 地 が もつ 洪水 防止 機能

などの 公益的機能 を指す。 都市域 と中山間地域 の農地を

比較す る と，相対的 に，都市域 の 農地 は 私有財 と して の

価値が高い の に対して，条件不利地 の 中山間地域 の農地

は公 共財 と して の 価値 が 高 い と考 え られ る。都市 の人 々

の 中に は，農家 は安 い 負担 金 で個人資産 の 価値 を 高め て

い る の で はない か とい う認識をもつ 人がい る が，それは

間違 い で あ る 。 農業農村整備事業は ， 農家個人 の 資産価

値を向上 させ る こ とが 目的 で は な く，公共財 として の価

値 の 向上 と，営農 に必 要 な 土 地 の 使用 権 や 農業 の 収益 権

の 向上 が 目的で あ る。農家 の 負担金は後者 の 価値向上 に

対す る負担 と考え るべ きで ある 。 農地 の もつ 公益的機能

は，農村地域だけ で な く，下流 の 都市域住民の 財産や生

活環境を守る機能を も有して い る こ とを 忘れ て は な らな

い だ ろ う。

表一τ　 農業用施設整 備技術 と生産性 向上
・
公益的機能の

　　　 関係 （小泉
4））

個別 施設技術 生産性 向上 機能 公益 的機 能

農業 用 ダム 水資 源の 安定
・
確保 治 水，自然環 境 との 調和

頭首 工 水資 源の 安定取水 流 況安定，生 態系保全 （魚道）

用排 水 施設 効率的配水 ・除水 湛 水 防止 ，潤い ，水辺 空間

圃場 整備 土地
・
労働生産性向上 水 資源涵養，環境浄化

農村 整備 生活 との
一体的整備 水環境保 全，集落環鏡保全

農業集落排水 農業 用排水の 水質保全 公 共用水域 保全，生活環境保全

農地造成
・
干拓 農地 面積 確保

・
維持 農 地保全 （浸食防止 ）

農道 物流 ・営農 コ ス ト低減 生 活改善 ・交 流促進

防災 ・環境
生 産基盤安定，農業 防

災

水 質 ・土 壌保 全 ，地 盤沈 下防止

　 　 土 と基礎，49− 9 （524）
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3． 棚田をもつ 中山間地域の農業

　3．1 岩座神地区の事例

　写真
一 1は ，日本棚 田百選の

一
つ に選ば れ た 兵庫県多

可郡加美町岩座 神 （い さりが み）の 非常 に 石 垣 の 美 しい

棚 田 で あ り，日本 の ふ る さ との 原風景で あ る農村独特 の

景観 を 形作 っ て い る 。 し か し，こ の 地 区 も21戸78人

（1995年農業 セ ン サ ス ） の 過疎 に悩 む 地 域で ある。20戸

の 農家数 の うち ， 専業農家 は 4 戸 に過 ぎず ，
11戸 は 第

2 種兼業農家 で あ る。65歳以上の 人 口 は30人で ，平均年

齢 は 52．0歳で あ る 。 本 地 域 の 棚 田面積は 11．8ha，1筆当

た りの 面積は3．5a に 過 ぎず，零細 な 農業経営を強い ら

れ て い る 。 本 地 区 で は，昭 和 60年 に20〜30歳代 の 若者

11名が 「仁 王 会」 を結成 し，美 しい 景観 と高地を活か

した農業を 展開 した い とい う考え か ら，集落道の 整備 や

水路の 改修 を 行 っ た。平成 6年度 か ら，都市 との 交流

を含 め た新 しい 農林業 の 振興施 策 で あ る 「い に しえの 里

づ く り」 構想 の モ デ ル 地 区 に 指定 さ れ ， 平成 8年度 に

は兵庫県 で は初 め て の 「棚 田保存会」 を設立 した。 平成

9年度 か ら 同町西 山轟地区 と と もに棚田保全計画を 樹立

し，棚 田 保全地域 に 指定され ，平成 10年度 か ら棚 田 保

全推進活動事業 に 取 り組 ん で い る。ま た ，平成 9年度

か ら棚田 オ
ー

ナ
ー
制度 に 取 り組 み，平成 10年度 に は20

区画 に増や し，現在 も継続 して い る 。 棚田保存に非常に

熱心 に取 り組んで い る地域で ある。

　写真一 2を み る と ， 棚田 が もつ 地 す べ り防止機能や洪

水防止機能，地下水涵養機能，大気浄化機能，景観形成

機能な どの 公益的機能が よ く理解で き る 。 こ の 地区 に お

ける棚 田の 地盤 工 学的な特徴は，（D耕地面積を増やすた

め に，石垣 が上 向き に せ り上 が る曲線的傾斜を もつ ， 

洪水時 に 水 田 が 流されない よ うに 暗渠が設置されて い る

（写真一 3参照），（3）石 が抜け落ち な い よ うな 石 組み の 工

夫やお茶の 木 の 植え付け，な どの 点に あるとい える。

　3，2 中山間地域農業の問題点

　中山間地 域 は，以下 に 示 す よ うな三 重苦 に 悩 ま され ，

「過疎化 ・高齢化 の 病」 が蔓延 して い る。

（1） 自然条件不利 ：傾斜地 が多 く， 農地が 狭小 で分散

  　経済条件不 利 ：就業機会 に恵まれない

  　社会条件不 利 ： 都市域 まで の距離が 遠 い

　過疎化
・
高齢化 に よ っ て，農業生産活動だ け でな く，

地 域 社会活動 ま で 維持 が 困難 な状況 に陥 っ て い るの が現

状 で あ る。すなわち，前者は耕作放棄 に よる 自然環境破

壊，後者は 農耕社会文化の 破壊 が急速 に 進展 しつ つ あ る。

こ の た め，上 述 した中山 間地 域の 農地 が も つ 多面的機能

が急速に 低 下 して い る わ け で あ る 。 自然 災害を 防止 し，

社会文化を保全 す る た め に は，病が急速 に悪化 しつ つ あ

る 中山間地域 に対 して ， 素早い 治療 が 必 要 とさ れ て お り ，

我が国最初の デカ ッ プ リン グ政策で ある「直接支払制度 」

が 咋年度か ら実施 さ れ て い る 。 また ， 対処療法だ け で な

く，根本治療 を 目指 して ，「中山間地域総合整備事業」

が 実施 さ れ よ う と して い る 。
2020〜25年頃 に起こ る 可

能性 の 高い 「食料危機 」 を考 え る と，公益的機能 の 維持

だ け で な く，食料安定供給 を は か る た め に も，中山 間地

域農業を維持発展 さ せ る こ とが 必要 と考 え られ る。

4． 棚田の もつ 公益的機能の評価

　 4，1 洪水防止機能

　棚 田 が有す る公益的機能を 具体的 な 数値をあげて 検討

して み よ う。現在最 も危険視されて い る都市域 の 自然災

害 は水害で あ る。ヒ ートア イ ラ ソ ド現象 に よ る上 昇気 流

の 発生 に 起因 した集中豪雨 と道路舗装等 に よ る急激な表

面流出が 相 ま っ て，予期せ ぬ 大水害 （1999年夏の福岡 ，

2000年 6月東京 ，9 月名古屋）を 被 っ た こ と は ま だ 記

億 に新 しい 。こ れ に対 して，森林や 中 山 間 地 域 の 概 田，

都市域 の 水 田は 気象を 緩和す る と と もに ，水 を 貯留 して

洪水 を 防止す る機能を有 して い る。四 方 田 ら5）は，岡山

県 の 中山間地域 に お け る水田31．2　a と転換畑29．1a にお

け る総流出量およびピー
ク流出量を比較 した。図

一 1か

ら，転換畑は ピー
ク 降雨 直後 に鋭い ピー

ク 流出を 示 して

い る の に対 し て，水 田 は転換畑 の 1／3以下 の ピー
ク 流出

高 で ， 総流出高 も小 さ い こ とが わ か る 。 さ ら に ， 増本
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図
一t　 棚 田 と転換畑 の流 出特性 の違 い 5）

写真
一 1　 岩座神 地区の 棚 田 写 真

一2　 公 益 的 機能 を もつ 棚 田 写真
一3　 棚 田 の 下 に設 置 さ れ た 暗 渠
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図一2　 耕作放棄地 と耕作水 田 の 流出特性 の 違 い
G）

表
一2　兵庫 県内の 中Ll」間地域の もつ 公 益的機能 の 評 価

7〕

評 　価　額 （年額 ） 一
機　　能

兵庫 県全域
県内中 山間
地域

算 　出　方　法

洪水防止機能 443億円！年 228億 円〆年
治水 ダム の 洪水被害軽 減
額 で代 替

流況 安定機能

　
166億 円1年 89億円1年 利 用 ダム の 減価償却 費等

で 代替

地下 水涵養機能 30億円1年 16億円1年 上 水道原価と地下 水原価
の 差 額

土壌侵食防止機 能 37億 円1年 21億円1年 砂 防ダ ム の 建 設費で 代替

大気浄化機能 33億 円1年 17億円1年 汚 染物質 を吸 収す る活性
炭 で 代 替

合　 　計 709億円1年 371億 円〆年

ら6）は，新潟県松代町 に お け る 5 年 前 か らの 耕 作放棄地

1L8 　a と耕作水 田 13．8　a に お け る 流出特性の 違 い を 比 較

した 。 図
一 2 か ら，も との 原 野 に近 い 流出 機構を もつ 耕

作放棄地は ピー
ク 降雨直後 に鋭 い ピー

ク流出を示 す の に

対 して ，耕作水田 で は ピー
ク 流出量 も小 さ く，発生時刻

も遅 れ て い る こ とが わ か る。耕 作放棄され た 水 田 は，水

田が もつ 洪水防止機能 を失 っ て しま っ て い る こ とが わ か

る 。

　4．2 兵庫県内の 中山間地域がも つ 公益的機能

　表
一 2 は，兵庫県農林水産部が三 菱総研 に 委託 して 行

っ た兵庫県の 中山間地 域 が もつ 公 益 的 機能の 評 価結果 を

示 して い る 7）。この 評価 は，他の 方法で 同程度 の 効果 を

もた らす た め に必 要 な 費用 で 評価 す る代替法 に よ っ て 行

っ た もの で あ る。こ の表か ら，（1）代替法 に よれ ば 県全体

と して は 年額700億円の 評価額相当の 公益的機能を有 し

て い る こ と，（2）県内め中山間地域 は 県全域 の ほ ぼ 半 分 に

あた る公益的機能 を有し，特に 土壌侵食防止機能 が大 き

い こ とな どがわか る。

　4．3　生態系保全機能5）

　水 田や 畑 な どの 農地およ び 周囲の 里 山に は多様な 生物

が 生息して お り，農地 や 森林は 生態系を保全す る機能 を

有 して い る。特 に 水 田は ，水を 介 して昆虫や 魚類，両生

類，鳥類 に い た る まで ，きわ め て 多様な生物の 棲み家 と

な っ て い る。中で も谷津 田 （谷部 に あ る 水 田の こ と） で

12

は，農業 サ イ ク ル と多様 な生物 の 生 活サ イ クル が 互 い に

密接 に 関係 し合 い なが らうま く循環 で きて い る 。 こ う し

た 多様 な 生 物の 生活サ イ ク ル と農業生産サ イクル の 関係

を 見 る と，い か に して 水 田 の もつ 生 態系保全機能が うま

く機能 して い る か が よ く理 解で き る。

5． こ れか らの農業と地盤工 学

　こ れ か らの 農業 と地 盤工 学は と も に，（1）環境
・
生態系

を 保全 しな が らの 持続的活動，  都市域の 農地 の 有効 利

用，とい う共 通 課 題 を も っ て い る。（1）に関 して は，農業

で は 多面的機能 を維持 しなが ら食料 自給率 の 向上 を 目指

す こ とが課題 で あ り，地 盤工 学 で は 環境
・
生態系に 配慮

した 持続的な防災
・
開発活動 を 行 う こ とが 課題 で あ る と

い え る 。
こ れ を 実 現 す る た め に は，生態系 や環境に 配慮

した 新 しい 資源循環 や物質循環 を 確保 で きる メ カニ ズ ム

を解明 ・開発す る こ とが 必 要 と考 え られ る。  の 都市域

農地は とか く両者 の 攻防対象 とな る が，環境 ・生態系保

全 面 お よび 災害防止面 か ら考 え る と，都市域農地 は 非常

に 重要 な機能 を有 して い る と考 え ら れ，今 後の 有効 利用

は きわ め て 興味深い 対象 とな る こ とが 予想され る。

6．　 あ と が き

　い ま，農業 ・農村の もつ 多面的機能，あ る い は公益的

機能 が 注 目さ れ て い る。こ こ で は，こ れ らの 機 能 とは い

っ た い ど うい う機能を い うの か に つ い て 解説 す る と と も

に，中山間地域 の 棚田の もつ 公益的機能が どの程度評価

され る の か に つ い て も事例 を用 い て 示 した。さらに 日本

の 農業 の 現状 と問題点 に つ い て も，特に 中山 間地域 に 焦

点 を 当 て て検討し，「環境 ・生態系保全機能」 面 か ら，

こ れからの 農業 と地盤工 学 の 共通課題 に つ い て も言 及 し

た 。 「農業は も と も と土 ・水 ・
生物等 の 自然の 有 す る 循

環機能 を 基礎 とす る生産活動で あ る」 とい うこ とを，様

々 な機 会 に お い て，も う
一

度考 え 直すよ い き っ か け に な

れば幸 い で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 参　考 　文　 献

1）　出村 克彦 ： 農業 の 公益 的機能 と農業政策 の 在 り方，農業

　 　 と経言斉．1e，　pp ．5〜16，1997 ．
2）　かん が い 排水審議 会 ：社会資本整備 と して の 農業農村整

　　備事業の 展 開方向，pp．78〜99，1995，
3）　久 馬

一
剛

・祖 田 　収 ：農業 と環境，富民 協会，pp ，73〜

　 　147，pp ．211 〜241，1995．
4）　小泉 　健 ： 報告課題の 集約 と今後の 展望，条件不利地域

　　対 策 と 農業 農 村 の 整 備技 術 第 2 回 研 究 集 会 報告，pp．

　 　91〜100，1998．
5）　四 方田 穆 ・豊 田 　勝 ・千家正 照 ・西出　勤 ： 水 田転換 畑

　　の 地 表配 水，農業 土木学会誌 54（4），pp．11〜18，1986．
6） 増本 隆夫

・高木強治 ・吉 田修一郎 ・足立一
目出 ：中山間

　　地 水田の 耕作放棄が流出に 与え る影響 とその 評価，農業

　 　土 木学会 論文集，189，　pp ．59〜681997．

7）　三 菱総研 ：平成 6年 度兵庫 県農林水産部 委託調査 ： 新た

　　な 公益的機能 の 客観的評価 手法 開発調 査報告書，1995．
8） 石井里津子 ：棚 田 はエ ライ，農 山漁 村文化協会，1999．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　2001．5．24）

土 と基礎，49− 9 （524）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


